
新
刊
本
棚

お
と
な
の
本

こ
ど
も
の
本

だいぶつさま
おまつりですよ

いろりからでてきた
くろいて

　

介
護
ト
ラ
ブ
ル
や
オ
レ
オ
レ

詐
欺
に
あ
っ
た
時
の
正
し
い
対
処

法
、
熟
年
離
婚
で
「
ま
さ
か
!
」

に
陥
ら
な
い
た
め
の
知
識
、
成

年
後
見
制
度
や
相
続
の
大
切
な

基
本
…
。
シ
ニ
ア
世
代
に
必
要

な
法
律
の
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
を

わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
。

シニア六法

苅
田 

澄
子
／
文

ア
リ
ス
館

　
　

 　

住
田 

裕
子
／
監
修
・
著

K
A
D
O
K
A
W
A

　
　
　
　
　
　

 　

朝
井 

ま
か
て
／
著

集
英
社

類  Louis

 

西
本 

鶏
介
／
文

 

鈴
木
出
版

る
探

五
條
の

る
探第143回

五
條
の

をを

歴
史を

歴
史

　

北
宇
智
地
域
の
向
山
丘
陵
一
帯
で
、
猫
塚

古
墳
（
一
辺
約
35
ｍ
の
方
墳
）
を
中
心
に
近

内
古
墳
群
が
築
か
れ
た
５
世
紀
中
ご
ろ
。
猫

塚
古
墳
か
ら
南
へ
約
２
k
m
離
れ
た
丘
陵
の

裾
に
、
五
條
唯
一
の
前
方
後
円
墳
・
今
井
１

号
墳
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
五
条
駅
と
北

宇
智
駅
の
間
の
線
路
沿
い
に
あ
り
、
車
窓
か

ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

墳
丘
は
２
段
に
築
か
れ
、
現
状
で
長
さ
約

35
ｍ
、
高
さ
4.5
ｍ
あ
り
ま
す
。
昭
和
58
年

（
１
９
８
３
）
の
発
掘
調
査
で
、
斜
面
の
葺

石
と
平
坦
面
の
円
筒
埴
輪
列
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
周
囲
の
田
畑
は
埋
没
し
た
堀
の
跡
で
、

当
初
の
墳
丘
は
も
う
少
し
大
き
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　

後
円
部
頂
上
に
は
現
在
、
江
戸
時
代
以
降

の
墓
が
建
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
下
に
結
晶

片
岩
の
板
石
を
積
み
上
げ
た
２
基
の
竪
穴
式

石
室
が
あ
り
ま
す
。
南
側
の
石
室
内
で
、
銅

鏡
１
面
、
鉄
刀
２
口
、
勾
玉
・
管
玉
・
小
玉

な
ど
約
５
０
０
個
が
出
土
し
ま
し
た
。
ま
た
、

前
方
部
頂
上
の
土
坑
か
ら
鉄
製
甲
冑
一
式
と

折
り
曲
げ
ら
れ
た
鉄
剣
、
多
量
の
鉄
鏃
が
出

土
し
、
本
来
は
木
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
た
と

み
ら
れ
ま
す
。

　

豊
富
な
武
器
・
武
具
は
、
猫
塚
古
墳
や
後

続
の
塚
山
古
墳
で
も
副
葬
さ
れ
、
被
葬
者
の

武
人
的
な
姿
を
表
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
直

径
22.1
c
m
の
銅
鏡
や
多
量
の
玉
類
は
今
井
１

号
墳
だ
け
で
、
前
方
後
円
墳
と
い
う
形
式
と

あ
わ
せ
、
被
葬
者
の
地
位
が
近
内
古
墳
群
よ

り
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

古
墳
の
立
地
に
も
注
目
で
す
。
Ｊ
Ｒ
と
国

道
が
並
走
す
る
こ
の
辺
り
は
、
南
北
か
ら
丘

陵
が
迫
る
谷
間
の
よ
う
な
地
形
で
、
古
墳
時

代
に
も
奈
良
盆
地
と
紀
の
川
河
口
の
外
港
を

結
ん
だ
「
紀
路
」
が
通
る
要
衝
で
し
た
。
谷

の
出
入
口
に
当
た
る
五
條
東
中
学
校
の
南
方

に
は
吉
野
川
が
流
れ
、
段
丘
の
縁
に
古
代
の

船
着
き
場
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

水
陸
の
拠
点
を
見
下
ろ
す
の
が
今
井
１
号
墳

で
あ
り
、
被
葬
者
は
近
内
古
墳
群
の
有
力
者

と
は
別
に
往
来
・
物
流
を
監
督
す
る
人
物
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
（
続
く
）

文
化
財
課
学
芸
員　

前
坂 

尚
志

　

  

文
化
財
課　

  　

２
４
・
２
０
１
１

問

☎

五
條
市
内
の
古
墳
（
そ
の
２
）

見取り図案内其の百四拾壱見取り図案内其の百四拾壱見取り図案内其の百四拾壱見取り図案内其の百四拾壱 榮山寺と五條（14）榮山寺と五條（14）榮山寺と五條（14）
　

難
波
宮
は
、
飛
鳥
時
代
に
難
波
の
長

柄
豊
崎
宮
が
造
営
さ
れ
て
い
た
場
所
に
、

聖
武
天
皇
が
、
新
し
く
造
営
し
た
宮
で

す
。
藤
原
豊
成
は
、
難
波
大
臣
と
も
呼

ば
れ
、
こ
の
難
波
宮
に
別
邸
を
構
え
て

い
ま
し
た
。

　

天
皇
は
、
橘
諸
兄
の
根
拠
地
で
あ
っ

た
恭
仁
京
に
都
を
造
営
中
に
、
藤
原
仲

麻
呂
の
進
言
で
、
近
江
の
紫
香
楽
宮
に

遷
都
し
、
ほ
ど
な
く
難
波
に
宮
を
移
し

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
豊
成
の
影
響
か
と

考
え
ま
す
。

　

遷
都
の
理
由
の
第
一
は
、
藤
原
広
嗣

の
乱
の
後
、
諸
兄
の
政
権
下
で
藤
原
氏

の
多
く
が
処
分
さ
れ
、
仲
麻
呂
ら
反
諸

兄
勢
力
の
不
満
は
最
高
潮
に
達
し
て
い

た
こ
と
で
す
。
諸
兄
方
に
も
、
仲
麻
呂

方
に
も
偏
ら
な
い
難
波
宮
は
、
安
全
な

場
所
で
し
た
。

　

し
か
し
、
遷
都
決
定
に
至
る
前
、
天

平
16
年
（
７
４
４
年
）
閏
１
月
１
日
。

天
皇
は
、
役
人
や
、
都
の
市
場
の
人
々

に
意
見
を
尋
ね
て
い
ま
す
。
難
波
に
移
り

た
い
人
は
１
人
、
平
城
京
に
戻
り
た
い

人
は
１
人
。
多
く
は
恭
仁
京
に
い
た
い

と
答
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
集
約
し
た
の
は
、
仲
麻
呂
自
身
で

し
た
。
同
年
１
月
11
日
。
聖
武
天
皇
は

難
波
宮
に
行
幸
し
ま
す
が
、
仲
麻
呂
は

留
守
役
を
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
13
日
、

有
力
な
天
皇
候
補
で
あ
っ
た
聖
武
天
皇

の
皇
子
で
、
井
上
内
親
王
の
同
母
弟
、

安
積
親
王
が
難
波
宮
に
向
か
お
う
と
し

て
不
審
な
死
を
と
げ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
仲
麻
呂
に
よ
る
暗
殺
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

当
時
の
太
上
天
皇
（
元
・
元
正
天
皇
）

は
聖
武
天
皇
の
伯
母
で
、
吉
野
宮
と
同

時
に
、
難
波
宮
の
運
営
も
進
め
た
治
世

を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
第
一
線
か

ら
引
い
て
太
上
天
皇
の
位
に
就
い
た
後

も
、
し
ば
し
ば
難
波
宮
を
訪
れ
て
い
ま

し
た
。
病
気
が
ち
な
聖
武
天
皇
の
代
理

で
政
務
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
難
波
津
（
港
）
は
、
遣
唐
使
船
が

出
港
す
る
港
で
も
あ
り
ま
し
た
。
船
は
、

通
常
、
安
芸
国
（
広
島
県
）
で
造
ら
れ
、
瀬

戸
内
海
を
使
っ
て
難
波
津
に
運
ば
れ
て

き
ま
す
。
４
隻
で
一
団
を
組
み
ま
す
。
一

隻
に
は
、
１
０
０
人
以
上
が
乗
り
込
み
、

総
勢
は
５
０
０
人
を
超
え
る
と
い
う
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
い
く
つ
か
の
事
情
が
重

な
り
、
皇
都
は
、
難
波
宮
と
定
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　
　

（
つ
づ
く
）

館
長　

川
村 

優
理

　

今
日
は
ほ
と
け
さ
ま
た
ち
の

お
祭
り
。
か
き
ご
お
り
、
金
魚

す
く
い
、
お
面
屋
さ
ん
。
楽
し

い
お
店
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
だ

い
ぶ
つ
さ
ま
が
お
ば
け
や
し
き

に
行
っ
て
み
る
と
…
？

感染症対策のため、閲覧席

の利用を中止しています。

ご協力をお願いします。

が
ら
と
よ
さ
き
の
み
や

上空から見た今井１号墳
（左上が北）

与謝野寛が藤岡玉骨に宛てた手紙など
を展示しています。

令和 2年度夏季企画展

～ 10 月 11 日（日）9時～ 17 時
※月曜日は休館
市立五條文化博物館
▼一般：300円　▼高校・大学生：200円　▼中学生以下：無料
市立五條文化博物館　　２４－２０１１

藤岡玉骨と与謝野寛・晶子

問 ☎

時

所

￥

た
ち
ば
な
の
も
ろ
え

し
が
ら
き
の
み
や

な

な
に
わ
の
お
と
ど

う
る
う

あ
さ
か

だ
い
じ
ょ
う

げ
ん
し
ょ
う

な
に
わ
づ

ち
か

う
ち

い
し

ふ
き

は
に
わ

へ
ん
が
ん

た
て
あ
な

ま
が
た
ま

く
だ
た
ま

ど
こ
う

か
っ
ち
ゅ
う

て
つ
ぞ
く

き
じ

だ
ん
き
ゅ
う

へ
り

21 20まなびのひろば時 日時 所 場所 対 対象 定 定員 ￥ 費用 師 講師 方 申込方法 期 期間 〆 締切内 内容 持 持ち物 申 申込先 問 問合先 ☎ 電話番号 FAXFAX FAX 番号 メール注 注意事項 他 その他！ 重要

10 月 図書館だより
市立図書館（水曜休館）
２２－４１３３

問

☎

すーくん
五條市立図書館c図書館ブログ 蔵書検索

こ
そ
だ
て

こ
そ
だ
て

市
民
ご
よ
み

市
民
ご
よ
み

く
ら
し

く
ら
し

市
政
報
告

市
政
報
告

ま
な
び

ま
な
び

病
院
・
消
防

病
院
・
消
防

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

交　

流

交　

流

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

感
染
症
対
策

感
染
症
対
策


